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中華人民共和国女性看護職員の勤務継続要因

―3省2自治区15病院の場合―
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目的　中華人民共和国（以下中国と略す）の看護職員の家庭生活や勤務状況に関する広域的な調

査は少ない。今回看護交流の一環として，中国の看護事情理解のために，中国の5地域15病

院における看護職員の生活と勤務状況について，実態調査を行った。本報では，看護職員の

勤務継続の要因を探ったので報告する。

方法　対象は，中国の5つの省または自治区に属する15病院の全看護職員である。調査の方法

は，中国衛生部を介して自記式質問紙を5地域の衛生庁に郵送し，対象病院の看護部から看

護職員に配布回収した。男性回答者は10人であったため，今回の分析の対象は女性のみとし

た。調査期間は1996年2月から4月であった。

結果　　回収率は80.0％であり，有効回答数は4,284であった。

　1.　勤務開始年齢は15～19歳が約6割を占めており，平均勤務年数は13.9年であった。

　2.　中国の看護における職階（卒業した看護学校の種類，看護業務経験年数，試験の合格

などによって決まる技術職名であり，5種類に分類される）別の割合は，「主任護師」0.2％，

「副主任護師」11.7％，「主管護師」22.8％，「護師」41.2％，「護士」34.0％であった。平均

勤務年数は「護士」5.2年，「主任護師」35.1年と職階の上昇とともに増加していた。

　3.　看護職の勤務継続期間については，対象者の4.3％が何らかの理由で1～18年間就業し

ていない時期があったと推定された。

　4.　勤務中の子どもの保育は，昼間は「保育施設」61.2％，「祖父母」22.3％であり，夜間

「配偶者」66.3％，「祖父母」19.5％であった。

　5.　家庭を離れて研修などでの1か月以上の長期出張をした経験者は17.6％であった。出

張経験者の職階別の割合は，「主任護師」80.0％，「副主任護師」72.1％，「主管護師」38.4％，

「護師」15.5％，「護士」5.8％であった。

　6.　長期出張時，子どもが14歳以下であった者は66.8％あり，出張中の育児担当は「保育

施設」34.1％，「配偶者」29.2％，「祖父母」25.3％であった。

結論　中国の看護職の多くは10代で勤務を開始し，結婚し，育児をしながら仕事を継続してい

た。勤務継続の要因としては，女性の就業率の高さ，保育施設の充実，夫や家族による家事

協力が考えられる。
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